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近年は気象の変動が激しく、2002年の乳白粒多発年に 

代表される登熟期間中の高温による玄米外観品質の低下 

や、穂ばらみ期の低温による冷害の発生など、稲作に与 

える影響も大きくなっている。また、消費者からは、農 

作物の安全・安心や環境にやさしい農業が求め続けられ 

ており、減農薬栽培への取り組みや薬剤防除体系の見直 

しが行われている

一方、早生、中生、晩生の品種をバランス良く組み合 

わせた栽培を行うことは、気象災害に対する危険分散や 

施設・機械の有効利用が図られ、稲作経営の安定・発展 

に寄与すると考えられる。しかし、現在、本県の水稲奨 

励品種の作付面積は、早生品種「ふさおとめ」と晩生品 

種「コシヒカリ」に２極化している。1995年には20％以 

上の作付けがあった中生品種「初星」は、耐冷性が不十 

分であり、乳白粒多発による品質低下や食味が劣ること 

から激減し、これに替わる良質・良食味な中生品種の育 

成が望まれていた。

これらを背景として、中生で耐冷性に優れ、いもち病 

に強い、良質・良食味品種「ちば28号」が、千葉県農業 

総合研究センター育種研究所水稲育種研究室において、 

「中部64号」を母に、「千葉６号(ふさおとめ)」を父と 

して育成された(西川ら、2006)。

本試験は、「ちば28号」の栽培特性を解析し、2006年か 

ら始まる一般栽培に合わせて、円滑な普及を図るべく栽 

培マニュアル作成を目的として行った。本試験を実施す 

るにあたり、千葉県農業総合研究センター育種研究所水 

稲育種研究室斎藤幸一室長並びに同西川康之上席研究員 

には貴重な助言をいただいた。ここに記して謝意を表す 

る。なお、「ちば28号」は、消費者へは愛称「ふさこが 

ね」として販売される。

2006年１０月１６日受理

１.試験区の構成

試験は2003年～2005年に千葉県農業総合研究センター 

生産技術部水田作研究室水田圃場で実施した。土壌は河 

成沖積壌土、中粗粒強グライ土・滝尾統に属し、比較的 

肥沃である。

2003年は、移植時期を３回(４月１６日、２５日及び５月 

７日)に分け、基肥窒素量を４水準(ｌＯａ当たり０kg, 

３kg、６kg及び９kg)とし、各区30～40㎡、１反復で行 

った(ただし、４月16日移植は３kg、６kg/ｌＯａの２水準 

とした)。2004年は、移植時期を２回(４月２１日及び５月 

６日)、基肥窒素量を５水準(ｌＯａ当たり０kg、２kg、４ 

kg、６kg及び８kg)とし、各区35～4511i、ｌ反復で行っ 

た。また、４月２１日移植では、穂肥の施用を出穂前25日 

と１８日に行った。2005年は、４月２１日に移植、基肥窒素 

量は５水準(2004年と同様)とし、各区45㎡、ｌ反復で 

行った。穂肥の施用は、基肥窒素量２kg及び４kg/lOaで 

は出穂前25日と１８日に、基肥窒素量６kg/10では出穂前 

18日と10日に、基肥窒素量８kg/lOaでは出穂前10日に行 

った。なお、基肥の窒素成分は塩安で試験区ごとの施用 

量とし、リン酸及び加里成分はＰＫ化成でｌＯａ当たりリ 

ン酸８kg,加里６kgを施用した。穂肥は窒素及び加里成 

分をＮＫ化成でｌＯａ当たり３kg施用した。施用時期は出 

穂前１８日を基本とした。ただし、無窒素区は塩加で加里 

成分３kg/ｌＯａのみ施用した。

また、2005年は、上記の施肥量を変えた試験とは別に、 

栽植密度(㎡当たり15.2株、１８.５株及び22.2株)及び植 

付け本数(株当たり４本及び７本)を変えた試験区を各 

区5.7～6.5㎡、２反復で行った。

２.耕種概要

品種は「ちば28号」を供試した。播種は、2003年が３ 

月27日、４月４日及び１８日、2004年が４月２日及び１５日、 

2005年が３月30日のそれぞれ移植の19～21日前に行った。
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代かき及び施肥は、2003年が４月10日、１８日及び５月１ 

日、2004年が４月１４日及び30日、2005年が４月１４日のそ 

れぞれ移植の６～７日前に行った。移植は乗用の４条用 

田植機を用い、栽植密度18～19株/㎡、植付け本数３～５ 

本/株を基本とした。ただし、2005年の栽植密度及び植付 

け本数を変えた試験は手植えで行った。

３.調査方法

水稲の生育調査は、幼穂形成期及び成熟期に各区２か 

所、各々１０株を調査し、精玄米重(以下収量とする)は、 

各区２か所、各々円形１坪を刈り取り算出した。収量構 

成要素の調査は、生育調査株の中から平均穂数を目安と 

して５株ずつ抜き取って行った。

倒伏程度は無(０)～甚(５)の６段階評価、玄米外 

観品質は上の上(１)～下の下(９)の９段階評価、玄 

米タンパク質含有率(乾物当たり、以下同様)は２機種 

の食味計(AN-700及びRCTA-llA)の値の平均値で示した。 

その他の生育・収種物調査は常法に準じて行った。

また、結果の図中に示した回帰分析では、自由度調整 

済み寄与率(R2及びr2)を計算し、回帰式の有意性を表 

す分散分析表の結果をｐ値で示した。

４.気象概況

試験を行った３年間の当研究室圃場における気象概況 

は次の通りであった。

2003年は、５月第３半旬以降日照時間は少なく推移し、

５月第３、４半旬、７月及び８月第３,４半旬は低温寡 

照傾向であった。2004年は、４月は気温が高く日照時間 

も多く推移した。５月の日照時間は第５半旬までは少な 

かったが、６月の第３半旬以降は気温が高く日照時間も 

多く推移した。特に７月19～21日には最高気温が35℃ 

まで上昇し、８月も第４半旬までは高温多照となった。

2005年は、４月第６半旬～５月第１半旬までは高温多照 

で推移したが、５月第２半旬から低温寡照となり、６月 

～７月はやや寡照に、８月は第４半旬まで高温多照で推 

移した。

Ⅲ結果

１.年次別の生育及び収量

基肥窒素３～６kg/ｌＯａの試験区における生育・収量を、 

年次別及び移植時期別に第１表に示した。年次別にみる 

と、高温多照条件で推移した2004年は他の年次と比べて、 

出穂期及び成熟期が早まり、収量が50～150kg/ｌＯａも高 

まったが、玄米外観品質はやや劣った。玄米タンパク質 

含有率は2003年が他の年次よりやや高かった。

移植時期別では､５月移植の基肥窒素６kg/lOa区で稗 

が伸長した。このこともあり、同じ基肥窒素量では４月 

移植より５月移植で倒伏程度が高まる傾向であった。ま 

た、2004年の５月移植では、４月移植と比べて㎡当たり 

籾数が多くなり、千粒重も大きくなった。

第１表年次別、移植時期別の生育及び収量

移植日基肥幼穂出穂期成熟期稗長徳長穂数倒伏糖玄米㎡当たり登熟千粒玄米玄米

年窒素量形成期程度亜籾数歩合重 外観タンパク質

(月／日)(kg/lOa)(月／日)(月／日)(月／日)(c､)(c､)(本/㎡)(kg/lOa)(×千粒)(％) (９) 品質含有率(％)

３ 8/24 7６１９.２４１９ ０.０ ６１９ 32.7８９.３２３.４３.０ 8.１

４/1６ ６/１９７/1８
６ ７/1８ 8/2６ ７７１８.９４１１ ０.０ ６６５ ３１.８８９.０２３.１２.５ ７.８

３ 8/27 7１１８.８３６７ ０.０ 563 29.092.722.53.0 7.9

４/2５ ６/２４７/2２
６ ７/2２ 8/2８ ７９１９.０４７３ ０.０ ６３７ 37.6９１.１２２.４３.０ 8.4

5/７

３６
８/２

７/２
９/８ 7５１９.９３５７ ０.０ 649 30.7８８.０２２.９２.８ 7.7

８/２ ９/１１ ８２１９.２４１５ ２.０ ７３４ ３１.９８９.６２２.６３.８ 8.2

４ 8/21 8０１９.４４４５ ０.０ 742 3６.１８７.１２３.６４.０ 7.3

4/2１ ６/２２７/1６
６ ７/１６ 8/2２ ７８１９.６４３２ ２.０ 797 ３５.５８９.９２３.１４.５ 7.4

４７/2０ 8/26 8４２１.０４５０ 2.0 804 39.9８０.７２５.３３.５ 7.6

5/６ ６/2８
６７/2０ 8/2７ ８５２１.２４７１ 3.0 782 ４１.０７５.５２４.７４.０ 8.0

４ 8/23 7４１９.６４２２ ０.０ 673 34.988.023.32,5 7.3

4/2１ ６/２２７/1９
６ ７／1８ 8/2５ ７６１９.１４１３ ０.０ 686 36.0８３.８２３.３３.５ 7.6

注ｌ)倒伏程度は０(無)～５(甚)で示した。２)粒厚1.8mm以上を輪玄米とした。３)玄米外観品質は1(上上)～９(下下)で評価した。

４)玄米タンパク質含有率(乾物当たり)は、AN-700及びRCTA-llAからの平均価で示した。

５)穂肥は、出穂前18日に窒素及び加里成分を3kg/ｌＯａ施用した。
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第１図IIf当たり籾数と精玄米重の関係(４月移植)

-2003年４月移植ｙ=-0.58x2＋』19.92ｘ-381.4Ｒ:雲0.781)=0.0001

----- 2001年４月移植ｙ二-0.3‘1x2＋31.49ｘ＋７７.２Ｒ'二０.６１ｐ言0.0002

-..-2005年４月移植ｙ二-0.』18x3＋42.88ｘ-226.0Ｒ脅言0.79ｐ<0.0001

２.㎡当たり籾数と生育・収量

、i当たり籾数と収量の関係を４月移植(2003年の４月

16日移植及び25日移植はまとめて４月移植とした、以下

同様)を第１図に、５月移植を第２図にそれぞれ示した。

㎡当たり籾数の増加に伴って収量も増加したが、年次間 

差が認められ、同じ㎡当たり籾数でも2004年は収量が高 

くなった。各年次ごとに２次の回帰曲線及び回帰式を示 

したが、いずれも高い相関が認められた。籾数が４月移 

植では概ね31,000粒/㎡を超えると600kg/ｌＯａ以上が確 

保され、５月移植ではさらに多収となった。また、回帰 

曲線は年次により収量に差があるため上下に変動するが、 

2003年の５月移植を除いてほぼ同様なカーブを描き、籾

数35,000粒/㎡を超えると徐々に収量の増加は小さくな

った。さらに、籾数が35,000粒/㎡を超えると倒伏程度

が３以上となる区が多くみられた。

’'｢i当たり籾数と登熟歩合、千粒重、玄米タンパク質含

有率及び稗長との関係を第３図に示した。

籾数の増加に伴って登熟歩合が低下する傾向がみられ

た。特に５月移植では、籾数が多くなると倒伏程度が大

きくなり、登熟歩合の低下が著しい区が多くなった。概

ね籾数が35,000粒/㎡を超えると登熟歩合が85％以下と

なった。

籾数と千粒重の関係は、登熟期間が高温多照であった

2004年及び2005年でははっきりとは認められないが、

2003年の５月移植では籾数の増加に伴って千粒重が小さ

くなる傾向が認められた。また、籾数が35,000粒/nfを

超えると千粒重は22.59以下になる区があった。

籾数と玄米タンパク質含有率の関係は、年次によって

差があるが、年次毎には、籾数が多いほど玄米タンパク

質含有率が高くなる傾向であった。2004年は、40,000粒

/ITi程度に籾数が増加しても、玄米タンパク質含有率は

8.0％以上とならなかったが、2003年は、31,000粒/ITi程

度の籾数でも玄米タンパク質含有率は8.0％を超えた区
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があった。

籾数と稗長の関係は、籾数が多いほど稗長が長くなっ

た。移植時期別にそれぞれ相関が認められ、５月移植で

は４月移植より稗が伸びやすくなり、籾数35,000粒/㎡

以上で稗長は80cm以上となり、著しく倒伏する区が多か

った。

千粒重と玄米タンパク質含有率の関係を第４図に示し 

た。2004年及び2005年でははっきりとは認められないが、 

2003年は千粒重が小さいほど玄米タンパク質含有率が高 

くなる傾向が認められた。

穂数とIIi当たり籾数の関係を第５図に示した。穂数の 

増加に伴い､f当たりの籾数もほぼ直線的に増加した。倒 

伏程度が大きい区は、籾数35,000粒/㎡以上と穂数450本 

/㎡以上と各々多い区でみられた。

穂数と稗長の関係を第６図に示した。穂数が多くなる 

と稗長も長くなる相関が認められた。穂数が450本/㎡ 

以上、稗長が80cm以上で倒伏する区が多かった。

３.幼穂形成期の生育と成熟期の生育

幼穂形成期の茎数と穂数の関係を第７図に示した。幼 

穂形成期の茎数の増加に伴い、穂数もほぼ直線的に増加 

し、高い正の相関が認められた。

幼穂形成期の草丈と稗長の関係を第８図に示した。年 

次や移植時期による差がみられるが、概ね幼穂形成期の 

草丈が高いほど稗長は長くなった。2003年及び2004年は 

相関が認められたが、2004年は2003年と比べて同じ草丈 

でも稗長は５cm程度長くなった。また、倒伏が著しい区 

は、稗長80cm以上、草丈60～65cm(移植時期により幅が

認められた)以上でみられた。

幼穂形成期の生育診断の指標として、茎数×葉色

(SPAD)値が使われる(千葉県・千葉県農林技術会議、

2001)。この値と､f当たり籾数の関係を第９図に示した。

幼穂形成期の茎数×葉色値が大きいほど籾数も多く、高

い正の相関が認められた。
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第７図幼穂形成期の茎数と穂数の関係
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４６

２４６

背白粒、蒜色粒、 乳白粒 
背白粒

乳白粒、着色粒、 基白粒

29.3 ３ヘヘ５ 背白粒、着色粒
３５.８ ３４ヘヘ５５ 背白粒、乳白粒
３５.９ 背白粒、乳白粒

ゴロＦｍＬこ’面｢旺

34.2 ４～５ 着色粒、乳白粒、青未熟粒
39.9 ３～４ 乳白粒、着色粒、基白粒
４１.０ ４ 乳白粒、青未熟粒、着色粒

４６ 31.0

34,5

33.7

２２３ヘヘへ４４

８３４.５３～４乳白粒、青未熟梢

第３表栽植密度と植付け本数別の生育(2005年)

栽植密度

(株/㎡)

植付け本数 幼穂形成期茎数 穂数

(本/株) (本/㎡) (本/㎡)

４ 383 305

433 379

５１９ ４２６

５８２ ５１９

682 569

754 647

注)基肥窒素皿は‘１kg/lOil、蝕肥窒紫凪は3kg/lOa、出穂前１８日施用。

注)玄米外観品質は１(上上)～９(下下)で評価した。格落ち要因は、

品質４以下について示した。

30.9 ３

34.7 ２.５～３

４１.９ ３～４乳白粒、粒揃
22.6 ２～３

30.7 ２.５～３

31.9 ３.５～４乳白粒、心白粒

第10図基肥窒素量と幼穂形成期の茎数及び稗長の関係

第２表移植日、基肥窒素量別の玄米外観品質

年 窒素皿籾数 格落ち要因

.公一も 
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茎数(本/㎡)×葉色(SPAD)値

第９図幼穂形成期の茎数×葉色値と㎡当たり籾数の関係

４.基肥窒素量の影響及び植付け条件

基肥窒素量と幼穂形成期の茎数及び稗長との関係を第 

10図に示した。年次や移植時期による変動が大きいが、 

概ね基肥窒素量が増加すると茎数は増加し、稈長は長く 

なった。2005年は全体的に茎数が少なく、稗長が短い傾 

向であった。2003年及び2004年では、窒素６kg/ｌＯａ以 

上の基肥で倒伏が著しい区がみられた。また、それらの 

区は概ね稗長が80cm以上であった。

玄米外観品質について、移植日及び基肥窒素量別に､ｆ 

当たり籾数とともに第２表に示した。2003年は基肥窒素 

量が多くなると㎡当たり籾数が増加し、乳白粒を要因と 

して玄米外観品質が低下する傾向であった。2004年及び 

2005年は全体的に玄米外観品質が低下し、基肥窒素量及 

び㎡当たり籾数が少ない区は背白粒が、多い区は乳白粒 

がそれぞれ主要因であった。

2005年に行った栽植密度と植付け本数を変えた試験に 

おける水稲の生育を第３表に示した。幼穂形成期の､ｆ 

当たりの茎数及び穂数は、栽植密度を高めること及び植 

付け本数を増やすことにより増加した。

Ⅳ考察

１.目標収量とこれに対応した目標生育量 

(1)目標収量と㎡当たり籾数

「ちば28号」は、耐冷性、高温登熟性に優れ、千粒重 

が大きく、玄米外観品質が良い。いもち病に強く、減農 

薬栽培が可能である。「コシヒカリ｣並みの良食味である。 

短稗で倒れにくく、多収である。以上多くの優れた特性 

を持つ(西川ら、2006)。これら特性の中で、耐冷性、高 

温登熟性、いもち病抵抗性、短稗及び多収という特性は 

栽培上の有利な点であるが、実需者にとっては、減農薬 

栽培、玄米外観品質、良食味及び粒の大きさが魅力であ 

ると考えられる。「ちば28号」のこれらの特性を生かし、 

有利に販売するためには、品質と食味を高く維持しなが 

ら収量を得ることが重要であると考えられる。
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第１図から、㎡当たり籾数が極端に少ない場合を除い

て、概ね｢ちば28号｣の収量は600kg/㎡以上であった。ま

た、2002～2004年に県内６か所で行われた現地試験では、

多収で知られる対照品種の「初星」や「コシヒカリ」よ

り収量性は高かった(西川ら、2006)。これらのことから、

「コシヒカリ」の本県での目標収量である600kg/ｌＯａ(千

葉県・千葉県農林技術会議、2001)を目標収量の下限値

と設定した。

一方、目標収量の上限値は、千葉県で育成された「ふ 

さおとめ」の場合では倒伏程度から設定した(渡部ら、 

2000)が、「ちば28号」では、短稗で倒れにくい特性もあ 

り、収量が700kg/ｌＯａを超えても倒伏しない場合があっ 

た(第１図、第２図)。このことから、目標収量の上限値 

は、以下のように籾数から判断した。

㎡当たり籾数と登熟歩合、千粒重及び玄米タンパク質 

含有率の関係では、籾数の増加に伴い登熟歩合は低く、 

千粒重は小さくなるが、タンパク質含有率は増加する傾 

向がみられた。これらのことはよく知られており、最近 

では「ふさおとめ」の籾数と登熟歩合及び千粒重につい 

ての報告(渡部ら、2000)や「総の舞」の籾数と千粒重 

及び玄米タンパク質含有率についての報告(太田ら、 

2005)がある。つまり、千粒重と玄米タンパク質含有率 

は負の相関を示すことになる。しかし、2004年は幼穂形 

成期から登熟期にかけて、極めて希な高温多照条件にな 

り、籾数が増えてやや登熟歩合が低下しても千粒重が小 

さくならず、玄米タンパク質含有率も高まらなかった

(第３図)。また、2005年は５月の低温の影響で生育が 

遅れ、幼穂形成期の茎数は基肥窒素８kg/ｌＯａ区でも500 

本/mri前後と少なく、その後、７月の寡照条件もあり、穂 

数も全体的に少なくなり、籾数は多くても37,000粒/､ｆ 

前後に止まった。これに、８月の登熟期の高温多照条件 

から稔実が向上し、670kg/lOa程度の多収が得られ(第１ 

表)、玄米タンパク質含有率も低く抑えられたと考えら 

れた。千粒重と玄米タンパク質含有率の関係においては、 

2003年は負の相関関係がみられるが、2004年及び2005年 

では、登熟期の気象条件の影響で、その関係が明らかで

なくなったものと考えられる。

また、目標の登熟歩合を本県の「コシヒカリ」や「ふ

さおとめ」の目標と同じ85％(千葉県・千葉県農林技術

会議、2001)以上、千粒重を「ちば28号」の特性が表現

できる22.59以上、玄米タンパク質含有率を良食味の目

安と考えられる8.0％以下(大谷ら､2003)とすること及

び著しい倒伏を避けることを前提とすると、それぞれ籾

数が35,000粒/㎡を超えないことが必要であると考えら 

れる(第３図)。

㎡当たりの籾数が増えると、乳白粒率が上がることが

知られている(井上・湯浅、２００１；東北農業試験場、

2001)。2003年は、これと同様に基肥窒素が多い区で籾

数が多くなり乳白粒を要因として玄米外観品質が低下し

たが、2004年及び2005年では、無窒素区や基肥窒素量が

少ない区でも籾数の多少にほぼ関係なく玄米外観品質が

低下した(第２表)。これらの中で基肥窒素量及び㎡当た

り籾数が少ない区の低下要因は背白粒がほとんどであっ

た。背白粒は、登熟期比較的初期の高温により米粒の初

期生長が旺盛になり、後期の発育並びに養分集積が抑え

られた場合に生じ、さらに、出穂直後１０日間の高温(３０

℃)では多くなり、出穂後10-20日間の高温では少なくな

り、出穂後20-30日間の高温ではより少ないという報告

がある(長戸・江幡、1965)。2004年及び2005年は７月第

６半旬からの高温によって米粒が生長したものの、登熟

後半の栄養不足で養分集積が抑えられ、無窒素区など籾

数が少ない試験区でも背白粒が発生して玄米外観品質が

低下したものと考えられる。籾数35,000粒/㎡における

収量は、600～800kg/ｌＯａの間で年次により変動した。

2004年は特に気象条件に恵まれ高収量となったが、気象

変動での減収等のリスクを考慮し確実に収量を得るため

には、2003年４月移植の回帰曲線からの判断が適当と考

えられ、目標収量の上限値は、この時の籾数35,000粒/､ｆ

における650kg/ｌＯａとした。また、目標下限値の

600kg/ｌＯａを得るためには、籾数31,000粒が必要である

ことから、「ちば28号」の目標収量を600～650kg/ｌＯａ、

これに対応する㎡当たり籾数は31,000～35,000粒/㎡と

するのが適当であると考えられる。

(2)穂数と稗長

穂数と籾数の関係から、目標籾数31,000～35,000粒

/㎡を得るための穂数を推定すると、400～450本/㎡の範

囲であると考えられる(第５図)。基肥窒素量と稗長の関

係では、稗長が80cmを超えると倒伏程度が３以上となる 

危険性が高くなることが明らかとなった。このことから、 

成熟期の稗長の目標は安全面を考慮して80cm以下とする 

ことが適当と考えられる。また、穂数と稗長の関係にお 

いても、倒伏を抑える意味で、稗長は80cm以下、穂数は

450本/､f程度に抑える必要があることを示している(第

６図)。

目標の籾数31,000～35,000粒/㎡及び穂数400～450本

/㎡を他品種と比べてみると、「コシヒカリ」の目標籾数

34,000粒/㎡及び目標穂数400本/､fは「ちば28号」の目

標域に含まれるのに対し、「ふさおとめ｣の目標籾数

28,000～32,000粒/､｢iは少なく、目標穂数470～500本/､｢ｆ

は多い(千葉県・千葉県農林技術会議、2001)。この理由

としては、「コシヒカリ」は草型が「ちば28号」と同様な

中間型であるのに対し、「ふさおとめ」は草型が穂数型で

9０



あるからと考えられる。

(3)幼穂形成期の生育

これまでで、「ちば28号」の成熟期の生育目標を示した

が、これに密接に関わるのが幼穂形成期の生育である。

幼穂形成期の茎数と穂数の関係から、目標とする穂数

400～450本/㎡を得るためには、幼穂形成期の茎数は450

～550本/､iであることが推定できる。一方、幼穂形成期

の草丈と稗長の関係から、幼穂形成期の草丈が60～65ｃｍ

以上あると、稗長が80cmを超えて倒伏する危険性が高い 

ことが推定できる。また、茎数×葉色値と㎡当たり籾数 

の関係から、成熟期の目標籾数31,000～35,000/㎡に対 

応する幼穂形成期の茎数×葉色値は、18,000～22,000で

あると推定できる。なお、この値において茎数が目標茎 

数450～550本/ITiに対応する葉色は40であるが、この値 

内であった区の葉色は概ね±２の範囲であり、３８～42が 

適正域であることが確認できた。

以上、これまで述べた目標とする収量や生育量につい

て、まとめて第４表に示した。なお、これら目標生育範

囲内で栽培すると、概ね登熟歩合85％及び千粒重22.5～

23.59を確保することが可能である。表中のそれぞれの 

数値は、高品質で良食な米を安定生産する上で、生育制 

御のために重要な目標値であると考えられる。

２.適正な施肥遥

(1)基肥

基肥の施用は、分げつの促進から穂数の確保に必要で 

あり、その施用量の多少は幼穂形成期の生育を左右し、 

中でも窒素成分量の影響が大きい。基肥窒素量と幼穂形 

成期の茎数及び稗長の関係から、幼穂形成期の目標茎数 

450～550本/I1riを得るための基肥窒素量は、６kg/ｌＯａで 

は上限値の550本/㎡を上まわる区が多く、３kg/ｌＯａで

は下限値の450本/㎡を下まわる区が多くなることから、

４～５kg/ｌＯａが適当であると考えられる。また、基肥

窒素６kg/ｌＯａ以上では稗長が80cm以上となり、倒伏が

著しい場合が生じ、４kg/ｌＯａでは稗長が80cm以上にな

る区もあるが、それは稗長が伸びやすい５月移植であり、

壌質土の湿田での基肥窒素量は､４～５kg/ｌＯａが適当で

あることが確認できる。「ふさおとめ｣の施肥基準による

基肥窒素量は壌質土の湿田では３～４kg/ｌＯａである(千

葉県、2004)。「ちば28号」は、「ふさおとめ」を父として

おり、育苗時から「コシヒカリ」と比べて葉色は渡く推

移し、分げつ時の葉幅は広く、「ふさおとめ」に似ている

が、前述のように草型は「ふさおとめ」と異なり、分げ

つ力が弱いので、目標とする幼穂形成期の茎数も「ふさ

おとめ」より１００本/㎡ほど少ない。初期生育を促すため

に、基肥窒素量を「ふさおとめ」より１～２kg/ｌＯａ増や

す必要があると考えられる。本試験は壊土の湿田で行っ

たものであるが、本県の主要品種の施肥基準(千葉県、

2004)及び現地試験(西川ら、2006)から判断すると、

砂質土での基肥窒素量は５～６kg/ｌＯａ、粘質土では３

～４kg/ｌＯａが適当と考えられる。

(2)穂肥

穂肥は、幼穂形成期以降の水稲の生育、成熟期の収量

及び収量構成要素に極めて重要である(和田源七､1969)。

本試験では、その施用時期及び施用量について、「コシヒ

カリ」及び「ふさおとめ」の本県での基準である、出穂 

前18日に窒素及び加里成分を３kg/ｌＯａ施用する(千葉県、 

2004)ことを基本に行った。幼穂形成期の生育が先に示 

した目標域にある場合は、概ね問題なく目標の穂数、籾 

数及び収量が得られた(第１表)。2004年及び2005年に穂 

肥の施用時期を変えた試験区を設けたが、はっきりとし

た影響は認められなかった。これは、両年とも出穂後の

登熟期間が高温多照で推移したことにより、穂肥の施用

時期の差が水稲の登熟条件に与える影響が小さくなった

ためと推定した。異なる気象条件及び栽培条件下で、幼

穂形成期の生育が適正域をはずれた場合の穂肥の施用法

(施用時期及び施用量)については、更なる試験が必要 

である。

３.適正な移植時期及び植付け条件

５月移植は４月移植に比べて草丈や稗が伸びやすい。

このため、伸長して倒伏する危険性が大きくなり、登熟

歩合も低下する(第３図)。これらのことから５月移植は 

避けるべきと考えられる。また、2003年の４月１６日移植 

では特に生育上問題はみられなかったことから、「ちば

第４表目標収量とこれに対応した目標生育量

目標収量 幼穂形成期 成熟期

茎数草丈葉色茎数×葉色穂数得長 籾数登熟歩合玄米千粒重

(kg/lOa)(本/㎡)(c､)(SPAD値)(本/㎡)(c､) (粒/㎡)(％)(９)

600 450 ６０ 3８ 1８,０００ 400３１,０００ 22.5

１ 1 $ １ 1 １８０以下 １ 8５ $

６５０ 550 65以下 ４２ 22,000 ４５０３５,０００ 23.5
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28号」の適正な移植時期の早限は「ふさおとめ」と同様

な４月第４半旬であり、晩限は４月の第６半旬あたりと

判断できる。５月移植では、稗が伸長し倒伏が懸念され 

ることは、「ふさおとめ」でも報告があり(渡部ら、2000)、 

「ちば28号」でも同様であると考えられる。

幼穂形成期の茎数及び穂数は、栽植密度を高めること 

及び植付け本数を増やすことで増加した(第３表)。「ち 

ば28号」の目標とする幼穂形成期の茎数450～550本/㎡ 

及び目標穂数400～450本/㎡から判断すると、栽植密度

は18.5株/㎡、植付け本数は３～５本/株が適当と考えら 

れる。これは本県における「コシヒカリ」や「ふさおと 

め」と同様な栽植密度及び植付け本数である(千葉県・ 

千葉県農林技術会議、2001)。

４.標準的な栽培条件に基づく生育及び収量

これまで示してきた、標準的な栽培条件における年次 

別の生育・収量を第５表に示した。４月移植、栽植密度 

18～19株/㎡、植付け本数３～５本/株、基肥窒素４～５ 

kg/lＯａ(2003年は４月１６日及び25日移植、基肥窒素３ｋｇ 

及び６kg/ｌＯａ区の平均値)及び穂肥は出穂前１８日に窒素 

及び加里成分３kg/ｌＯａ施用という条件である。気象変

動がみられたものの、幼穂形成期の生育及び成熟期の生

育はすべて目標内にあり、2004年のI1ri当たり籾数がやや

多い以外は収量を除いてすべて目標内にあった。2004年

の玄米外観品質は、極めて希な高温登熟条ば件での籾数過

剰からやや低下したが、標準的な栽培条件で籾数が目標

内にあれば玄米外観品質も優れると考えられる。これら

の栽培条件で、「ちば28号」の生育・収量の安定化が図ら 

れることが示された。

Ｖ摘 要

2006年から始まる一般栽培に向けて、「ちば28号」の栽 

培特性を解析し、高品質で良食味な米を安定生産するた 

めの生育制御技術を以下のとおり明らかにし、栽培マ 

ニュアルの基本技術とした。

１.「ちば28号」の特性から判断した目標収量は、登熟歩

合85％以上、千粒重22.59以上、玄米タンパク質含有

率8.0％以下及び倒伏の回避から判断すると600～

650kg/ｌＯａであり、これに対応した目標籾数は31,000 

～35,000粒/㎡である。

２.目標籾数が得られる目標穂数は400～450本/､f、倒

伏を回避するための目標稗長は80cm以下である。

３.目標の穂数、稗長及び籾数を得るためには、幼穂形

成期における目標茎数は450～550本/､i、草丈は60～

６５ｃｍ以下、茎数×葉色値は18,000～22,000である。

４.壊土の湿田における基肥窒素量は、「ふさおとめ」よ

りｌ～２kg/10ａ多い、４～５kg/ｌＯａである。

５.倒伏や品質低下を防ぐための望ましい移植時期は４

月第４～第６半旬であり、目標茎数及び穂数を得るた

めには、栽植密度は18.5株/㎡及び植付け本数は３～

５本/株が適当である。

第５表標準的な栽培条件における生育及び収量

年草丈

(c､)

2003５８５３９３９ 21234

2004５６５２２４１ 21239

2005５２４９４４１ 20339

全重精玄米 屑米 籾数

年重重 一穂㎡当たり

(kg/lOa)(kg/lOa) (kg/lOa) (粒)(×千粒)

成熟期の生育

穂長 穂数 倒伏程度

(c､) (本/㎡)

75.9１９.０４１８ ０.０

79.7１９.４４４５ ０.０

7４.１１９.６４２２ ０.０

登熟 不稔 千粒 玄米 玄米

歩合 歩合 重 外観 タンパク質

(%) (%) (9) 品質 含有率(%)

幼穂形成期の生育

(蕊)(鵜茎数×純値篇

2003１４０６６２１１２７９３２.８９０.５４.２２２.９２.９８.１

2004１７３３７４２１９８１36.1８７.１５.０２３.６４.０７.３

2005１４８１６７３１７８３３４.９８８.０４.３２３.３２.５７.３

注l)2003年は、４月16日及び25日移植の基肥認紫3kg及び6kg/ｌＯａ区の平均で示した。2004年及び2005年は、基肥窒素4kg/lOa区のデー

タを示した。

２)穂肥は、出穂前18日に窒素及び加里成分を3kg/ｌＯａ施用した。３)倒伏程度は０(無)～５(甚)で示した。

４)粒厚1.8mm以上を精玄米とした。５)玄米外観品質は１(上上)～９(下下)で評価した。

６)玄米タンパク質含有率(乾物当たり)は、AN-700及びRCTA-llAからの平均価で示した。
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CharacteristicsandCultivationMethodsofRiceCV‘‘Chiba28,,

(“Fusakogane',)

MasahikoSHINoDAandYUtakaKoYAMA

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：paddyrice,Chiba28,ｇｒｏｗｔｈtarget,basaldressingofnitrogenfertilize喝

transplantingtime

Sｕｍｍｏｒｙ

Weanalyzedthecultivationcharacteristicsofricecvも“Chiba28,,withrespecttogeneralcultivation

beginningin2006､Wealsoestablishedagrowth-controlmethodfbrstableproductionwithgoodgrain

qualityandexcellenteatingqualityandrankedthesewithafimdamentaltechniquefromthecultiva‐
tionmanua1.

1.AsweconsideredthecharacteristiｃｓｏｆｒｉｃｅｃｖｈＣｈｉｂａ２８,wedeterminedthattherecommended

targetoｆｔｈｅｂｒｏｗｎｒｉｃｅｙｉｅｌｄｓｈｏｕｌｄｂｅ６０ｔｏ6.5ton/habasedonthepercentageofripenedgrains

beingover85％,thethousandgrainweightbeingoveｒ22.59,thepercentageofbrownriceprotein

beingunder8､0％andtherebeingnolodging､Thetargetnumberofgrainscorrespondingtothat

yieldwas31,000ｔｏ35,000ｐｅｒｍ

２・Ｔｈｅｔａｒｇｅｔｅａｒｄｅｎｓｉｔｙｗａｓ４００ｔｏ４５０ｐｅｒｎｆｔｏａｃｈｉｅｖｅｔｈｅｔａｒｇｅｔｎｕｍｂｅｒｏfgrains・Thetarget

culmlengthwasunder80cmtoavoidlodgin9.

3.Ｔｂｏｂｔａｉｎｔｈｅｔａｒｇｅｔｎｕｍｂｅｒｏfears,grainsandculmlength,ｔｈｅｔａｒｇｅｔｎｕｍｂｅｒｏｆｓｔｅｍｓｗａｓ４５０

ｔｏ５５０ｐｅｒｎｆ,targetstemlengthwas60to65cm,ａｎｄ“thenumberofstems×theleafcolorvalue,,

ｗａｓ18,000ｔｏ22,000inthepaniclefbrmationstage、

4.ThenecessarybasaldressingofnitrogenfertilizerfbrricecvbChibａ２８ｗａｓ４０ｔｏ５０ｋｇ/hａｉｎｇｌｅｙ

ｐａｄｄｙｌｏａｍ,ｗｈｉｃｈｗａｓｌＯｔｏ２０ｋｇ/ｈａｍｏｒｅｔｈａｎｒｉｃｅｃｖも“Fusaotome,,、

5.SeedlingsshouldbetransplantedfromthefburthtothesixthpentadofApriltoavoidlodgingand

deteriorationofgrainquality5Theplantingdensitytoobtainthetargetnumbｅｒｏｆｓｔｅｍｓａｎｄｅａｒｓ 

ｗａｓ１８.５ｈｉｌｌｓｐｅｒｎｆ,ａｎｄｓｅedlingswereplantedthreetofiveperhill.
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